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｢日本研究講座｣の発足

森 ｢l 兼

は じ め に

マラヤ大学の ｢日本UF究講座｣は,昭和41

年度からの日本外務省による東南アジア 5カ

同への寄 贈 講座のひとつである｡外務省は,

これにさきだち,昭和40年11月からタイ国ク

マサー ト大学に対する講座の寄贈を試みてお

り,このタイ国-の派遣講師団のひとりに,

｢東南アジア研究｣誌上でも ｢アカ言吾の研究｣

を発表された桂満希郎さんが, [｣本語講師と
して参加された｡今回,同種の外務省寄贈講

座がマレーシア ･ホンコン･インドネシア ･

フィリピンを加えた 5カ国に拡張されること

になったのは,タイ国タマサー ト大学での成

功経験に基づいているものと考えてよいであ

ろう｡

ところで,しば しば ｢東南アジア｣とひと

からげに取扱われる習慣の一般化にもかかわ

らず,東南アジア諸国の国情にはそれぞれ著

しい相違があることは周知の事実であり,寄

贈講座の受入れ方にも大きなちがいが見 られ

るようである｡この相違は,文部省から5カ

国の寄贈講座の模様を視察に来 られ, 5月20

ロマラヤ大学を訪問された柴沼事務官が,帰

日後さっそ く寄せられた筆者-の手紙にも強

調されていた｡だが,現に確認されつつある

受入れ国側の受容態度の相違は,その実施に

さきだち,外務省から寄贈予定国に向 けて出

された意向打診の照会文書に対 して,各国か

らよせ られた回答にも,すでに明らかにうか

がえた｡そうして,卒直にいって,マラヤ大

ての誇 り高い態度がにじみ山ており, ｢マラ

ヤ大学全体の教育組織や行政を乱 したり,そ

の水準を下げるような安易な寄贈では困る｣

と要約 してよい意志表示が,はっきりとうか

がえた｡その一端は, ｢派遣講師団は,新学

期開始の数カ月前に大学に到着し,同大学行

政の組織に精通 した上で授業に参加 してもら

いたい｣という希望に象徴 されている｡実に

堂 々とした,爽快な受容態度である｡結局,

栗本一男 ･前I刷成文両講師とわた くLが現地

に赴 くのは,新学期開始の 3カ月前というこ

とで了解を得たが,先方の態度が毅然とした

ものであっただけに,Lli発前の雑務燕理に追

われながら,第一一朝互として派遣されることに

なったわた くしどもの気持は,正也:いって並

並ならぬ心理的負担であった｡

出発前後の事情

いよいよ2月10日出発ということで,外務

省に連絡に赴いた 2月 9日になって,それも

わせよ｣というマレ-シア日本大使飢からの

電報が届いた｡ 電文ではよく分からないが,

理由のひとつは,まだマラヤ大学の理事会が

この案件を最終的に通 していないことをにお

かせていたので,心Fl~lいささか大げさな心配

をしながら待機 していた｡ 1週間して到着 し
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写真1 マラヤ大学図書館

てよいという連絡を受け,出発のおくれる前

田君をのこして,栗本君とわた くしども家族

が現地に到着したのは 2月19日である｡

クアラルンプール空港に着いてみると,こ

の講座の件で日本に連絡に来られた経済学部

長のウング ･アジズ教授,当時の文学部長の

タニ ･ナヤガン教授,中国研究科主任のホ一

･ペ ン･ヨク現文学部長,歴史学科主任のワ

ン･ガン･ウ-教授 らのにこやかなお出迎え

を受けた｡そして,この寄贈講座に対する大

学側での慎重な審議経過と,いま空港で見る

晴れやかな,マラヤ ･中国 ･印度系の代表学

者の一致 した心からの歓迎的態度を心中で結

び合わせ, 1週間足どめの不安もようや くけ

しとんだ｡

到着してからの 1週間はホテル住まいで,

マラヤ大学関係部局や大使館へのあいさつ,

大学側との基本的な打合せ,家さがしなどで

目のまわるような思いをしたが, 2月25日に

住居も安定 した｡ 2月の最終日に前田成文君

も1週間おくれで無事到着,マラヤ派遣部隊

がめでた く勢ぞろいし, 3月 1日には大学内

に日本研究講座用のオフィス (研究室)を2

部屋もらって本番 5分前の準備を始めること

になった ｡

マラヤ大学における日本研究

講座受入れ方

マラヤ大学は1957年に初講義を行なってい
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るが,独立の国立大学として発足 したのは19

62年であり,マレーシアのラーマン首相自身

を総長とするきわめて新しい,しかもこの国

で唯一の総合大学である｡現在,文 ･理 ･農

･工 ･医 ･教育 ･経済の 7学部であり,日本研

究講座は文学部に所属 している｡わたくしの

ほうは文学部歴史学科の visitingprofessor

として, ｢日本の近代化｣を,栗本 ･前田両

君は文学部中国研究学科の visitinglecturer

として ｢日本語初級｣の授業を担当すること

になった｡この大学で独立の ｢日本研究学科｣

をつ くるには,第 1,第 2,第 3学年の各学

生を対象とする系統的な授業計画をもち,専

攻学生には,おおよそ12単位程度のものを取

得させ得るものでなければならない｡ところ

が,この 1単位というのがたい-んで,通常,

1単位を出す授業に 1人 (他にチューター若

干名)がかかりきらねばならない｡ 1時間の

本講義に,平均 1時間の個人指導(Tutorial)

をせねばならず,個人指導のクラスは10人前

後が上限とされるから,50人の通常クラスな

らチュー トリアルのクラスが,講義授業のほ

かに 1週間 5クラス加わる｡現に,われわれ

は,ふ うふ ういいながら, 3人で 2単位出し

ているのが現状であり,わた くし自身は,12

のチュ- トリアル ･クラスをもっているOこ

れでは,マラヤ大学が期待する正規のデグ リ

ー ･コース(独立の学科ということ)の水準に

写真2 日本研究講座の行なわれている

文学部レクチ7-･シアター
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写真3 栗本一男君奮闘の図 白髪の

熱心な聴講生の嬰も見える

くらべ,外務省の 3人というデラックス版寄

Flll'摘封基も期待の半分にも満たない感 じであるO

われわれは今のところ,申同研究学科と歴

史J､封斗に分かれて所属 しているが,とうぶん

このような措制 まいたしかたない であろう｡

マラヤ大学側は文字どおりの最 高学府 として

大威張りで寄贈を受けとり,寄贈したL】本側

は,筋の通ったその受容態度や期待水準の高

さの手前,多少ちぢこまりたくなるような気

分であった｡これは誠によい反省材料 となっ

た｡低開発[鞘司けの協力援助額の目標である

国民所得の 1%実現とい うのも悪 くは な い

が,問題は量や額だけではな く,より以上に

質と先方の要求-の合致度であるといいたい｡

1/Oo'実現ojあかつきにも,質の吟味を忘れ,

先方の要求を無視した援助なら,場合によっ

てはないよりも悪いという結果を招 くであろ

う｡ ｢のどから手が出るほどのニーズ｣に焦

点をしぼって,十分すぎるほどの援助を考え

ねば,それは日本側 の自己満足に終わるだけ

である｡ この日本研究講座にしても,お くら

れた講師団がいい加減な人選なら,す ぐにも

｢もらわないほうがまし｣なものになって し

まうO ｢いま,このわた くLが,日本国外務

省の意図とマラヤ大学の期待 をうらぎって,

ない ほうがましのものにしているのではない

か｣という反省は,正直いって, ~重苦 しいも

のである｡

写真4 前田成文君日本語授業

ろくに準備をするひまもな く当地にやって

きた 3人のマラヤ ･チームは,連日の暑さの

中 で,重苦 しい反省と寄贈教材類についての
整理やら授業準備に追われながら,あっと気

がつ くと,もはや授業開始は目の前に追って

いた｡この間,栗本 ･前田両君は2人の日本

留学希望者に対 し,自主 トレーニングを兼ね

て,毎日,課外 日本語のインテンシブ ･コー

スを実施 したO当時まだク-ラ-もなかった

オフィスで,ほんとうに立派だったと思 う｡

今では,オフィスも3部屋にふえ,各人, ク

ーラーつきの個室を占臨するに至った.大学

側も創立後,急速な発展を期 して,連日多忙

な中で,こちらが要求 したことには,進んで

耳をかたむけ,ほとんど通して くれている｡

オフィスの増加,クーラーのとりつけ,電話,

タイプ ･デスク購入などと考えてゆ くと,大

学側から示されている好意も十分に感じとれ

る｡

授 業 開 始

5月の18Rから新学期の学丑:.受講受付やら

ガイダンスが始まる｡希望者いかんと待って

いると,あっという間に,用意 しておいた教

科書がほとんどな くなっている｡受付け前に,

関係教授などから,だいたいの見精りをきき,

｢近代化｣は40-50名, ｢日本語｣は30名ま

でと考え,若干の余裕を見込んで準備 してき
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たのだが,いよいよ幕をあけると,希望者は

はるかに多い｡困りながらも,教材不足は何

とか追加注文でのり切れると考え,希望者全

員受講を認めた｡｢日本語初級｣が60名,｢近

代化｣ が157名で, それぞれ倍を越す受講者

があり,日本-の関心が並々でないことを知

らされたのである｡授業を始めてみて痛切に

感じたのは,わたくしの英語による表現能力

の不十分さである｡これは,割合に簡単な算

数の問題として考えられることだと思うが,

表現能力が日本語の ｢3分の 1｣なら,実力

も3分の 1しか出せないということである｡

若い世代には新しい国際派がどんどん育って

いるので心強いが,戦中派以上の年輩層を考

えると,英語で実力が 3分の 1出せる人とい

うのは,指おり数えられる程度ではないかと

思 う｡わたくLなどもちろん論外で ｢10分の

1｣すらあやしい｡いまの日本に,この寄贈

講座を思いついてよいだけの人材面での裏付

けがあるかと問われれば,わたくLは,正直

いって首をかしげる｡それすら引受けた時に

は,まだ分かっていなかった｡日本の学界に,

国際的な表現能力がない多数者が既得権を守

ろうとする結果,それをもつ者の ｢語才｣を,

利用しつつ黙殺する傾向があるのは感心しな

い｡わたくLも,その感心しない人間のひと

りであった｡だが,今後の日本を考えるなら,

語才を黙殺するのでなく,それをどうしてで

も,これからの ｢学者育成計画｣にもりこむ

ようにせねばならない｡島国の中でしか発言

できない学者というのでほ,あまりに淋しす

ぎる｡

｢日本研究講座｣の ｢日本語初級｣は,最

初マラヤ大学からの希望もあって,英語メデ

ィアのほか,マラヤ語メディアによるものを

1本つ くろうという計画であった｡いままで

ち,ピース ･コ一によるお嬢さん 2人が大学

の日本語を受持ってきているが,それが,中

国研究科の中国系学生によってだけ利用され
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ているからである｡けれども,予定どおり,

かりに今年から前田君によってマラヤ ･メデ

ィアのものを始めても,今後,マラヤ語で日

本語の教えられるような人材の補給難は目に

見えているので,やめることになった｡その

かわり,中国研究科の学生に限らず,ひろく

文学部,経済学部の一学年に開放する仕組が

とられ,現在,大学院をのぞくと56名の出席

者があり,39名の中国系学生につぎ,15名の

マレー系学生が聴講している.だが,漢字が

よめるかよめないかが,日本語修得に著しく

影響するとすれば,メディアは英語としても,

将来,ス トリームを分けて,2本立ての初級

を用意せねばならないであろう｡

同じ観点から, ｢日本近代化｣の方の聴講

学生人種別構成を見てみると,調査票にかき

こんでもらった155名のうち,100名が中国系,

35名が印度系,20名がマレー系となっている｡

だが,大学に来るまでの学枚で使用されてい

たメディアは全員英語であり,英語系学校以

外のものは,ほとんど大学には入って来てい

ないという事実を物語っている｡

マレーシアの二重課題性

マレーシアは複合人種国家である｡マレー

シア全体の構成では,マレー系 ･中国系 ･タ

ミ-ル系の構成比が,だいたい5:4:1と

なるが,首府クアラルンプールでは約 3分の

2が中国系である｡大学の学生に関する人種

別構成比もクアラルンプ-ルのそれに近 く,

2:6:2と中国系が多い｡この国は,何よ

りも複合人種国家としての統一発展という必

須課題をもっているが,第 2にマレー人中心

の統一という課題意識も強く底在 しており,

欝 2の課題をめぐっては人種によって利害感

情も異なって くるだけに容易な問題ではない｡

映画館に入って,マレーシア国歌の演奏が行

なわれている時,タイ国のような整然とした

全員起立が見 られず,マレー人の多い劇場と,
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rll国系の人が多い 劇場では反応がまるでちが

うといった実情は,こちらの牲活体験者のす

べてが語ることである｡1967年度よりマラヤ

語を唯一の官庁語にするということで, ｢同
語に勝利を｣の呼びかけが,あちこちに見ら

れる｡にもかかわらず,大学の講義の大多数

は英語を媒体としており,J学生間のコミュニ

ケーションも英語である｡小学校から,英 ･

マレイ ･中間 ･タ ミールの四つのメディアに

よることが認められてきたが,マレ-系 ･中

国系志願者は減少 し,英語系をえらぶ希望者

が激増しているということは,まざれもない

車実である｡

写真5 マラヤ大学構内にあるモスク
金曜日には学生達が集まる

マラヤ語普及運動は着実に義務教育に眼を

Fろしているが,いまの段階では,複合民族

間の大衆媒体として成功しつつあるのであり,

エ リー トのための媒体はやはり英語というこ

とになる｡この間題に関連して,われわれは

マレーシア文部省から現地協力者としてひと

つの依二相を受けたことに簡単にふれておきた

～1･ 0

いま,マレーシアには中学校の課程 (小学

校から数えて第 7学年からの学年)に第 2外

国語を入れる計画がある｡その対象として考

えられているのが,独 ･仏とタイ ･Hの4カ

国語であり, ｢日本語の申学 3年間-の導入

をどのようにすべきか｣という準備的打診が,

われわれに対して行なわれたのである｡H本

を重要視していることがこれでも分かるし,

それは, 日本がマレーシア商 品 の輸f吊王(質
千)として,米 ･英をしの ぐ第一の)f招 狛こな
っていることを考えれば,別に不思議ではな

い｡ただ.マレーシア文部省がそれを考える

理由のひとつに, 『中 国系の生徒は ｢マ ･英

申｣と三つのメディアをもつのに対 し,マ

レ一系:生徒は ｢マ ･英｣の二つだから,これ

を三つにすることが望ましい』といった説明

をきくと,どうも分からな くなって くる｡中

学に日本語課程がおかれるのは,うれしいこ

とだが,そのH本譜課程をとるのは,選択と

いうのなら,マレー系でな く中国系のfl1-.徒で

はなかろうか｡マレーシアの経済をおさえ,

インテ リの養成所の 3分の 2をおさえつつあ

る中国系のひとびとをかかえながら,マレイ

人種によるマラヤナイゼ-ションを講釈され

ると,わた くLは ｢やりすぎては危ない｣と

いう不安をかすかに感じるのであるO

ともあれ,もし中学にも｢1本語が選択科目

として位拝呈づけられれば,大学のH本語の将

来はますます明かるい｡栗本 ･前門両君のク

ラスの学佳たちは,いま,MalaysianSociety

ofJapaneseLanguageをつ くる下準備を進

めているO 将来, このような Societyが中

心になり,マレーシアのu本に対する関心と

理解がいちだんと伸びることを切に願ってい

る次第である｡
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